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ロ
メ
リ
ア
の
産
出

額
が
日
本
一
の
ほ

か
、多
く
の
野
菜
、

花
き
類
が
上
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
主

な
愛
知
県
内
１
位

の
指
標
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　
　

知
っ
て
ほ
し
い
な

た
は
ら
の
農
業
は「
日
本
一」

恵
ま
れ
た
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
、
農
業
が
発
展
し
て
き
た
渥
美
半
島
。

昭
和
43
年
の
豊
川
用
水
の
全
面
通
水
以
降
、
大
規
模
な
生
産
基
盤
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、

全
国
的
に
も
類
を
見
な
い
農
業
先
進
地
と
な
り
ま
し
た
。

景
気
の
低
迷
が
、
引
き
続
き
市
内
の
企
業
に
影
響
を
与
え
て
い
る
今
、

改
め
て
、
田
原
市
の
基
幹
産
業
「
農
業
」
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

何
が「
日
本
一
」な
の
？

　

田
原
市
の
農
業
は
、
と
て
も
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。
野
菜
類
で
は

キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
マ
ト
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
な
ど
が
、
花
き
類
で
は

菊
な
ど
が
栽
培
さ
れ
、
畜
産
も
、
豚
、
牛
、

鶏
、
う
ず
ら
と
多
彩
で
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
産
出
額
の
合
計
が
日
本
一
を
誇
っ

て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、「
花
き
の
産
出

額
（
３
５
４
億
円
）」
も
日
本
一
で
す
。

　

作
物
別
で
は
、
菊
、
バ
ラ
、
ア
ル
ス
ト

◦農業産出額ベスト５
　《全国市町村》

1田原市 724億円

2都城市 698億円

3新潟市 655億円

4浜松市 540億円

5鉾田市 539億円

（H18 年生産農業所得統計）

◦主な愛知県内１位

❖耕種産出額
（野菜・花き・果実）
　557 億円
　《全国２位》

❖農家１戸当たり生産農業所得　580万円

❖耕地 10 ㌃当たり生産農業所得　41万円

❖農業就業者の割合　31.7％　※1

（※1は H17 国勢調査、それ以外はH18年生
産農業所得統計。H18 年のデータが最新）

特 

集

◦アルストロメリアの栽培風景（古田町）

❖畜産の産出額
　167 億円
　《全国９位》
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「大根のはざかけ」
木で組んだやぐらに大根を
引っかけ、天日干しにします。
干した大根は主に漬け物に利
用されます。今ではあまり見
られなくなりましたが、田原
市の農業を支えてきた貴重な
原風景です。（大草町）

語り継がれる　開墾の歴史

六連町富山地区

　

農
業
先
進
地
へ
の「
鍵
」

　

田
原
市
の
農
業
の
発
展
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
背
景
が
あ
り
ま
す
。
生
産
者
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
で
「
日
本
一
」
に
な
っ
た
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ほ
か
の

「
鍵
」
を
、
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

命
の
水
を
運
ぶ
使
者
［
豊
川
用
水
］

　

古
来
か
ら
の
、
慢
性
的
な
水
不
足
に
悩

ま
さ
れ
て
い
た
渥
美
半
島
を
救
っ
た
の
が

豊
川
用
水
で
し
た
。
こ
の
用
水
を
提
唱
し

た
の
は
、
高
松
村
（
現
在
の
高
松
町
）
出

身
の
政
治
家
、
近
藤
寿
市
郎
氏
（
広
報
た

は
ら
11
月
15
日
号
「
歴
史
探
訪
ク
ラ
ブ
」

に
掲
載
）。
昭
和
24
年
か
ら
工
事
が
進
め

ら
れ
、
昭
和
43
年
に
全
面
通
水
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
、
設
備
の
機
能
回
復
や
効
果

的
な
配
水
の
た
め
、
豊
川
用
水
第
二
期
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
が
め
で
あ
る
宇
連
ダ
ム
（
新
城
市
）

か
ら
終
点
の
初
立
池
ま
で
、
約
98
㎞
の
道

の
り
を
経
て
届
け
ら
れ
る
水
。私
た
ち
は
、

水
源
地
域
の
協

力
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
水
の
恩

恵
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ

ん
。

昭和 10 年（1935 年）、北設

楽郡富山村から渥美郡杉山

村（現在の六連町）へ分村移住し

た 11 世帯の方々がいました。彼ら

は、貧しい日々の暮らしから抜け出すため、希望に満ちて故郷を後にしたので

す。しかし、移住した土地は小松や笹に覆われた赤土の荒れ地で、彼らを落胆

させました。それでも、県の指導員や先に入植した弥栄地区の人々の支えで、

約 33 ㌶の荒れ地に鍬を入れ手作業で開墾を始めました。果てしない苦労の末、

作物を植えられるようになりましたが、次に想像以上の水不足が障害となりま

した。掘った井戸は水が出ず、遠いため池から水を運ぶ作業は過酷でした。し

かし、第１作のスイカをはじめとし

て次々と野菜の栽培に成功し、豊川

用水が通水した今では、市内有数の

農業地域となっています。六連小学

校では、彼らの苦労を描いた郷土劇

『荒れ地に水を』が、毎年学芸会で

演じられています。

“
育
て
や
す
い
”農
地
へ［
農
地
基
盤
整
備
］

　

昭
和
37
年
、
旧
田
原
町
と
旧
赤
羽
根
町

に
お
い
て
、
全
国
初
と
な
る
農
業
構
造
改

善
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
農
地
の
区
画

整
理
や
施
設
整
備
な
ど
を
行
っ
た
も
の

で
、
そ
の
後
、
半
島
全
域
に
同
様
の
取
り

組
み
が
広
が
り
ま
し
た
。
豊
川
用
水
を
受

け
入
れ
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
ほ
場
整

備
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

が
、今
日
の
発
展
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

農
業
革
命
［
施
設
園
芸
］

　

豊
川
用
水
に
よ
る
水
の
確
保
が
、
農
業

の
形
態
を
劇
的
に
変
え
ま
し
た
。
露
地
栽

培
だ
け
で
な
く
、
収
益
性
の
高
い
大
規
模

な
ハ
ウ
ス
・
温
室
に
よ
る
施
設
園
芸
が
発

展
し
、
ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
青
果
の

ほ
か
、
花
き
類
の
生
産
が
急
激
に
増
加
し

ま
し
た
。
中
で
も
、
菊
の
開
花
を
電
照
で

調
整
す
る
「
電
照
菊
」
は
、そ
の
先
進
性
、

収
穫
量
と
も
、
全
国
的
に
有
名
で
す
。

◦豊川用水（六連町）

◦電照菊の夜景。赤い光は LED 電照
　（赤羽根文化の森から大山方面）

◦富山の開拓者と家族（昭和 12 年ごろ）

◦『荒れ地に水を』の一場面
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「冬」を味わう。
寒くなるこれからの季節ですが、

田原市の冬野菜や果物たちは、
ひときわ元気になります。

地産地消で、
私たちも元気をもらいましょう。

キャベツ
秋冬作の王様。産出額は県内１位、全国でも３位を誇ります。
昭和の初めから栽培され、豊川用水の通水で
大幅に作付面積が増加してきました。
田原市のキャベツは、半島特有の風を受けて身が引き締まり、
甘みが多く、加熱調理に最適です。

ブロッコリー
産出額は県内１位、全国でも２位。
洋菜の中心選手。
ビタミンＡやＣ、カロテン、
鉄、カルシウムなどを多く含む、
とても栄養価の高い、洋菜の代表格です。
味や香りにくせがないので、さまざまな料理に適しています。

ミカン
近年は、露地栽培からハウス栽培への転換が図られ、
酸味、糖度ともに高くコクのある品種が主流です。
市内の産地直売所でも、人気の商品です。

レタス
シャキシャキとした食感がたまらないレタス。
田原産は特にみずみずしさが評判です。
近年の健康ブームにより、
ますます巷の注目を集めています。

イチゴ
ひと足早い春の味覚。
これからがシーズン本番のイチゴ狩りは、
冬の観光の主役を担っています。
大粒で甘酸っぱい渥美半島のイチゴは、
市内外の人に大人気です。

トマト
産出額は県内１位、全国でも３位。
昭和 40 年代半ばから生産が増え、
昭和 50 年代からは、ミニトマトの作付け面積も増加。
これからの季節は、１年中出荷されるミニトマトと、
先のとがった「ファースト系」トマトが食べごろです。

産出額は県内１位、全国でも３位。

千切りキャベツの豚肉ロール（２人分）簡単レシピ

＊材料
・豚肉（薄切り）　　　　 ５枚
・キャベツ　　　　　　  50ｇ
・ニンジン　　　　　　  50ｇ

＊調味料 Ａ
・しょうゆ　　　　　大さじ２
・みりん　　　　　　大さじ２
・酒　　　　　　　　大さじ１
・砂糖　　　　　　　小さじ３
・生姜のすりおろし　小さじ１
・水どき片栗粉　　　　　少々

❶角切りニンジンをゆで、キャ
ベツを千切りにする

❷豚肉を広げ、キャベツとニン
ジンを巻く

❸フライパンで②を焼く
❹③にＡの調味料を入れ煮立た
せ、水どき片栗粉を入れる
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知ってほしいな　たはらの農業は「日本一」

JA 愛知みなみ 常春部会

　

元
気
な
農
業 

目
指
し
た
い

　

国
際
情
勢
を
は
じ
め
と
し
て
、
経
済
構

造
、
消
費
者
意
識
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
近
年
急
激
に
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
報
道
な
ど
で
よ
く
耳
に
す

る
言
葉
や
、
田
原
市
の
新
し
い
取
り
組
み

な
ど
を
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
共
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

　

消
費
者
か
ら
、「
食
の
安
全
・
安
心
」

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
店
頭
に
並
ぶ
農

産
物
が
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ

う
に
生
産
・
流
通
・
小
売
さ
れ
た
か
明
ら

か
に
し
て
、
商
品
の
透
明
性
を
確
保
す
る

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
型
農
業

　

農
業
に
は
、
食
糧
を
供
給
す
る
と
い
う

機
能
の
ほ
か
に
、
土
地
の
維
持
や
環
境
の

保
全
な
ど
に
果
た
す
役
割
も
あ
り
ま
す
。

市
内
で
排
出
さ
れ
る
家
畜
排
せ
つ
物
を
良

質
な
肥
料
に
し
て
土
壌
に
還
元
す
る
な

ど
、
耕
種
農
家
と
畜
産
農
家
が
連
携
し
て

化
学
肥
料
や
農
薬
の
低
減
を
図
り
、
持
続

可
能
で
安
全
な
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

低
炭
素
施
設
園
芸

　

施
設
園
芸
の
照
明
や
暖
房
で
は
、
多
く

の
燃
料
を
消
費
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
田

原
市
で
は
、
消
費
電
力
の
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ

安心・安全なキャベツ生産に取り組む

市内のキャベツ農家４４６戸が所属する
ＪＡの生産部会です。生産者全員が愛

知県の「エコファーマー」の認定を受けて
います。部会では、化学肥料や農薬を減ら
す取り組みをはじめとして、おいしいキャ
ベツの普及活動に力を入れています。
　　http://www.ja-aichiminami.or.jp/
tokoharu/bukai/index.html

◦農林水産省の広報紙「aff （あふ）」でも紹介さ
れました。（H21 年 3 月号）

特集

田中智和さん（神戸町）

３年間のサラリーマン生活を経て、就農後 10
年経ちます。レタスなどの露地野菜を主体に、

施設野菜も手がけています。以前、全国農業青年ク
ラブ連絡協議会（４Ｈクラブ）の東海ブロック会長
を務めていたとき、他地域の後継者不足を目の当た
りにして、田原市はまだ恵まれていると実感しまし
た。ただし、嫁不足は共通の課題でした。農業を取
り巻く環境は、これからまた大きく変化していくと
思いますが、チャンスと捉え、同世代の生産者と力
を合わせて、田原市の農業を強くしていきたいと思
います。祖父の世代で豊川用水が造られ、父の世代
で「農業日本一」になりました。その恩を感じなが
ら、僕たちは次の世代につながるような農業のあり
方を考えなければと思っています。

生産者の

こえ
照
明
や
採
光
性
の
高
い
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
の
設
置
な
ど
に
よ
っ
て
、
施
設
園
芸
の

省
エ
ネ
や
効
率
化
を
目
指
す
取
り
組
み
が

始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド

　

商
品
の
付
加
価
値
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
地
域
の
良
い
イ
メ
ー
ジ
と
の
相
乗
効

果
に
よ
る
ブ

ラ
ン
ド
づ
く

り
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

◦従来の白熱電球に
替え、赤色 LED で実
証実験を行っている
電照菊の温室

カクメロ
愛知県立渥美農業高等学校の生徒が
考案し、平成 17 年（2005 年）に
商標登録された四角いメロン。地域
ブランドの発信に貢献しています。

農
業
に
関
す
る
ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ

▼
農
政
課
☎
23
局
３
５
１
７

　

nosei@
city.tahara.aichi.jp

▼
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
45
局
３
１
１
４

　

einou@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

section/einou/

◦ JA の「 ど う
まい」シリーズ
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●
赤
羽
根
中
学
校　

斉
藤
照
美

　

中
国
の
方
々
は
私
た
ち
を
と
て
も
歓
迎
し
て

く
れ
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
い
つ
も
笑
顔
で
接

し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
姿
か
ら
、も
て
な
し
の

心
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
伊
良
湖
岬
中
学
校　

青
山
昌
太
郎

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、温
か
く
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。中
学
１
年
の
息
子
さ
ん
か
ら
、中
国

の
英
語
教
育
レ
ベル
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

●
野
田
中
学
校　

鈴
木
璃
子

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
学
校
の
友
達
に
と
て

も
よ
く
し
て
も
ら
い
、い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
泉
中
学
校　

山
内
愛
理

　

初
め
は
言
葉
が
分
か
ら
な
く
て
不
安
や
心

配
が
あ
り
ま
し
た
が
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
方
々

は
、私
の
言
い
た
い
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
し
て

く
れ
て
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

●
東
部
中
学
校　

三
浦
万
由
子

　

中
国
の
方
は
と
て
も
親
切
で
、言
葉
は
違
って

も
心
は
通
じ
合
え
る
と
感
じ
ま
し
た
。貴
重

な
体
験
の
機
会
を
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。

●
東
部
中
学
校　

山
下
稜
司

　

現
地
の
方
々
は
と
て
も
親
切
で
、す
ぐ
に
言

葉
の
壁
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。言
語

や
文
化
が
違
っ
て
も
、心
は
通
じ
合
え
る
と
い

う
友
好
関
係
の
本
質
を
学
び
ま
し
た
。

●
東
部
中
学
校　

光
島
千
尋

　

生
活
や
文
化
の
違
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。５
日
間

で
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
田
原
中
学
校　

鈴
木
理
華

　

初
め
て
の
異
文
化
の
地
で
、全
く
変
わ
ら
な

い
の
は
人
々
の
心
の
温
か
さ
で
し
た
。ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
方
々
と
過
ご
し
た
時
期
や
派
遣
の
思

い
出
は
、私
の一生
の
宝
物
で
す
。

●
田
原
中
学
校　

藤
井
幸
子

　

ス
テ
イ
先
の
子
た
ち
は
英
国
英
語
を
習
っ
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
。中
国
の
子
供
た
ち
の
英

語
力
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。と
て
も
良
い
体
験

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

●
田
原
中
学
校　

鈴
木
淳
生

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ

て
、安
心
し
て
何
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。一
生
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
経

験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

●
福
江
中
学
校　

鈴
木
彩
佳

　

初
体
験
と
驚
き
の
連
続
で
し
た
。異
文
化
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
で
新
た
な
発
見
や
日
本
の
良
さ

を
改
め
て
実
感
で
き
ま
し
た
。

●
福
江
中
学
校　

原
ほ
の
香

　

中
国
の
方
は
、心
温
か
い
人
ば
か
り
で
し
た
。

訪
問
し
た
学
校
に
は
、タ
ー
タ
ン
の
グ
ラ
ン
ド
や

ホ
ー
ル
が
あ
り
、発
展
し
た
文
化
に
触
れ
、貴

重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

■
団
長　

森
下
田
嘉
治（
伊
良
湖
岬
中
学
校
長
）

　

初
め
て
の
渡
航
が
、団
長
と
し
て
の
こ
の
視

察
訪
問
で
し
た
。責
任
の
重
さ
に
期
待
と
不

安
を
感
じ
な
が
ら
の
訪
中
で
し
た
が
、中
国
の

方
々
の
大
歓
迎
ぶ
り
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
責
任
を
果
た
せ
た
と
思
って
い
ま
す
。

■
引
率　

清
田
大
治（
福
江
中
学
校
教
諭
）　　

　

昆
山
市
、玉
峰
実
験
学
校
と
も
に
熱
烈
歓

迎
の
５
日
間
で
し
た
。発
展
し
つ
づ
け
る
中
国

の
姿
や
、異
文
化
に
生
徒
と
と
も
に
驚
く
こ
と

ば
か
り
。こ
の
経
験
を
今
後
の
学
校
生
活
で
い

か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
引
率　

杉
本
説
子（
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
）

　

温
か
い
歓
迎
を
受
け
、田
原
市
と
昆
山
市
と

の
こ
れ
ま
で
の
交
流
の
積
み
重
ね
を
感
じ
ま
し

た
。５
日
間
と
い
う
短
い
滞
在
で
し
た
が
、中
国

の
文
化
と
現
在
の
発
展
を
子
ど
も
た
ち
と
と
も

に
肌
で
感
じ
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

異
文
化
に
触
れ
、自
ら
を
知
る 

～
中
学
生
海
外
派
遣
報
告
～

　

市
内
の
中
学
３
年
生
24
名
と
引
率
６
名
の
計
30
名
の
皆
さ
ん

が
、
田
原
市
の
友
好
都
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
現
地
の
授
業
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。
派
遣
団
は
２
つ
に
分
か
れ
、
中
国
江
蘇
省
昆

山
市
へ
は
９
月
25
日︵
土
︶～
29
日︵
水
︶、
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

ギ
ブ
ソ
ン
郡
お
よ
び
プ
リ
ン
ス
ト
ン
市
へ
は
９
月
24
日︵
金
︶～
10

月
１
日︵
金
︶の
日
程
で
訪
問
し
、
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

▼
学
校
教
育
課
☎
23
局
３
６
７
９

　

中
国 

派
遣
団

●中国 上海万博のジャイアントパンダ

●中国 昆山市庁舎前にて
●中国 水郷の古都
　「周荘」の見学
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●
赤
羽
根
中
学
校　

鈴
木
佑
奈

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
私
の
不
完
全
な
英
語

を
必
死
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
の
温
か
い
体
験
を
、周
り
の
人
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
伊
良
湖
岬
中
学
校　

小
久
保
玲
奈

　

不
安
で
いっ
ぱ
い
だ
っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
、や

さ
し
く
接
し
て
く
だ
さ
り
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、感
謝
で
いっ
ぱ
い
の
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。

●
野
田
中
学
校　

鈴
木
蛍

　

た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
で
き
ま
し
た
。ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、行
っ
た
学
校
や
派

遣
団
の
人
た
ち
と
も
仲
良
く
な
れ
て
、う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

●
泉
中
学
校　

河
合
優
菜

　

目
を
見
た
り
、笑
顔
で
話
し
た
り
す
る
こ
と

で
、言
葉
は
違
っ
て
も
心
が
通
い
合
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。本
当
に
す
ば
ら
し
い
経
験
が

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

●
東
部
中
学
校　

山
本
大
睦

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
出
会
っ
た
人
、み
ん
な

が
優
し
く
接
し
て
く
れ
、言
葉
の
壁
は
ま
っ
た

く
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。全
身
で
ア
メ
リ
カ
を

リ
ア
ル
に
体
感
で
き
ま
し
た
。

●
東
部
中
学
校　

菰
田
潮

　

た
く
さ
ん
の
人
と
話
す
こ
と
で
、英
語
に
つ
い

て
の
知
識
に
限
ら
ず
、世
界
共
通
の
優
し
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
の
生
活
を
見
て
、充

実
し
た
８
日
間
で
し
た
。

●
東
部
中
学
校　

武
田
真
歩

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、た
く
さ
ん
の
人

と
接
し
、言
葉
が
違
っ
て
も
伝
え
合
う
こ
と

が
で
き
る
と
学
び
ま
し
た
。日
本
と
の
文
化

の
違
い
に
は
と
て
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

●
田
原
中
学
校　

高
崎
好
香

　

言
い
た
い
こ
と
が
き
ち
ん
と
英
語
で
伝
わ

る
か
不
安
で
し
た
が
、単
語
だ
け
で
も
伝
わ

り
、言
葉
を
発
す
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。

●
田
原
中
学
校　

篠
原
佳
那
子

　

な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
通
し
て
目
に
見
え
な
い
文
化
の
違
い
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
機
会

に
参
加
で
き
て
幸
せ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

●
田
原
中
学
校　

石
川
潤

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、と
て
も
優
し
く
し
て

く
れ
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
文
化
の
違
い
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、充
実
し
た
８
日
間
で
し
た
。

●
福
江
中
学
校　

荒
木
美
乃
里

　

言
葉
だ
け
で
は
伝
え
切
れ
な
い
中
で
、笑
顔

や
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
な
ど
、日
本
で
は
あ
ま
り
意

識
し
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

●
福
江
中
学
校　

原
千
晶

　

ホ
ス
ト
の
方
と
お
互
い
の
国
の
印
象
、住
む
町

の
良
さ
に
つ
い
て
会
話
を
し
ま
し
た
。心
温
か

な
人
た
ち
と
共
に
過
ご
し
た
日
々
は
、私
に
と
っ

て
大
切
な
宝
物
で
す
。

■
団
長　

小
久
保
光
祥（
東
部
中
学
校
長
）　

　

お
別
れ
会
で
、互
い
に
涙
を
浮
か
べ
て
別
れ

を
惜
し
む
姿
に
、友
好
の
深
ま
り
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
の
家
庭
で
共
に
生
活
し
、直

接
、文
化
や
生
活
習
慣
な
ど
に
触
れ
た
こ
と
は
、

た
いへ
ん
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

■
引
率　

渡
邉
け
い
子（
田
原
中
学
校
教
諭
）

　

生
徒
た
ち
は
、現
地
の
方
々
の
心
の
温
か
さ

や
優
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。積

極
的
に
英
語
を
用
い
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
、立
派
で
し

た
。私
自
身
、と
て
も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

■
引
率　
彦
坂
登
一
朗（
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
）

　

ウ
ェル
カ
ム
デ
ィ
ナ
ー
で
の
こ
と
で
し
た
。ス
テ

イ
中
の
思
い
出
に
つ
い
て
各
家
族
の
ス
ピ
ー
チ
が

あ
り
ま
し
た
。心
温
ま
る
ス
ピ
ー
チ
ば
か
り
で
、

子
ど
も
た
ち
が
大
切
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。交
流
事
業
の
価
値
を
改
め

て
感
じ
た
夜
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ 

派
遣
団

●アメリカ オークランドシティ大学の見学

●アメリカ ギブソン郡サウザンハイスクールにて、学生と一緒に記念撮影（左）体育の体験交流（右）

●アメリカ ライレスステーションスクールにて

●中国 昆山市内学校の展示見学

●アメリカ 歓迎セレモニーで自己紹介 ●中国 歓迎会で描いた共同作品を手に
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た
市
営
緑
个
丘
住
宅
。「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
の
協
働
に
よ
る
計
画
や
実
施
」「
環

境
・
景
観
へ
の
配
慮
」「
少
子
高
齢
化
に
配

慮
し
た
設
備
」な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
10
月
８
日（
金
）に
、高
円
宮
妃

久
子
殿
下
ご
臨
席
の
も
と
、名
古
屋
市
吹

上
ホ
ー
ル
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
建
築
課

23
局
３
５
２
７

　
　

kentiku@
city.tahara.aichi.jp

　

国
の
主
催
で
毎

年
10
月
に
行
わ
れ

て
い
る「
住
生
活

月
間
」事
業
の
功

労
者
表
彰
で
、田

原
市
が
国
土
交
通

大
臣
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。賞
の
対

象
と
な
っ
た
の
は
、今
年
３
月
に
完
成
し

2
平
成
22
年
度
住
生
活
月
間
功
労
者

国
土
交
通
大
臣
賞　

受
賞

ご
飯
や
温
か
い

給
食
を
提
供
し

た
り
し
て
、子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら

食
べ
物
に
興
味

を
持
つ
こ
と
が

で
き
る「
魅
力
あ

る
給
食
セ
ン
タ
ー
」の
整
備
を
目
指
し
ま

す
。そ
の
ほ
か
に
も
、「
食
育
の
推
進
」「
地

産
地
消
」「
環
境
へ
の
配
慮
」な
ど
の
取
り

組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

《
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
概
要
》

予
定
地　

赤
羽
根
町
東
山（
旧
成
章
高
校
赤
羽

根
校
舎
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

調
理
能
力　

１
日
当
た
り
９
０
０
０
食

提
供
対
象　

市
内
の
全
中
学
校
・
小
学
校
、保

育
園
、幼
稚
園
の
50
施
設

《
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

事
業
者
の
公
募
な
ど　

平
成
23
年
１
月
～

設
計
・
建
設
な
ど　

平
成
23
年
12
月
～
平
成
26

年
１
月

供
用
開
始　

平
成
26
年
４
月

▼
教
育
総
務
課

23
局
３
５
３
０

　
　

k-pfi @
city.tahara.aichi.jp

　

昭
和
46
年
か
ら
学
校
給
食
を
提
供
し
て

き
た
現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、建
設
か

ら
す
で
に
40
年
が
経
ち
、老
朽
化
し
た
施

設
の
建
て
替
え
を
早
急
に
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。今
回
、民
間
の
資
金
や
経
営
能
力

を
活
用
し
て
、コ
ス
ト
削
減
や
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待
で
き
る
Ｐピ
ー

Ｆエ
フ

Ｉア
イ

手
法
を
導
入
し
、新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

●
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
給
食
の
長
所

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（P

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

riv
a

te F

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

in
a

n
c

e 
I

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

nitiative

）と
は
、国
や
自
治
体
が
、公
共

施
設
の
建
設
、維
持
管
理
・
運
営
ま
で
の
全

て
や
一
部
を
民
間
に
委
ね
る
手
法
の
こ
と

で
す
。す
で
に
田
原
市
で
は
、ご
み
処
理
施

設﹃
炭
生
館
﹄の
整
備
・
運
営
を
、こ
の
手
法

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
・
運
営
に

民
間
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、バ
イ
キ
ン
グ
給
食
や
一
流
シ
ェ

フ
監
修
の
給
食
な
ど
多
彩
な
給
食
を
提
供

し
た
り
、新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
炊
き
た
て

1
魅
力
あ
る
給
食
づ
く
り
を
目
指
し

新
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整
備

3
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

画
像
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
開
始

●
リ
ク
エ
ス
ト
も
受
け
付
け

　

田
原
市
の
景
勝
地
や
美
し
い
自
然
景
観

の
画
像
を
、
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
広
報
秘
書
課

22
局
０
１
３
８

　
　

koho@
city.tahara.aichi.jp

　
　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp

◦市のＰＲのためにもぜひご活用を

◦表彰式の様子
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今
年
も
市
内
の
中
学
生
が
職
場
体
験

で
、
消
防
署
の
仕
事
に
つ
い
て
５
日
間
の

実
習
を
行
い
ま
し
た
。「
気
を
つ
け
」や「
敬

礼
」
な
ど
基
本
動
作
の
訓
練
を
は
じ
め
、

煙
体
験
・
救
助
訓
練
・
放
水
体
験
・
は
し

ご
車
試
乗
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
の
５

日
間
の
職
場
体
験
は
、
と
て
も
大
変
そ
う

な
様
子
で
し
た
が
、
仕
事
の
や
り
が
い
や

住
民
を
守
る
と
い
う
使
命
を
感
じ
、
人
命

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
、
い
い
機
会

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

職
場
体
験
に
訪
れ
た
皆
さ
ん
の
中
か

ら
、「
未
来
の
消
防
士
」
が
誕
生
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

愛
知
県
防
災
航
空
隊
と

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
わ
か
し
ゃ
ち
」　

　

さ
ま
ざ
ま
な
災

害
現
場
で
活
躍
す

る
愛
知
県
防
災
航

空
隊
と
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
「
わ
か

し
ゃ
ち
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

愛
知
県
防
災
航
空
隊
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
教
訓
に
発
足
し
、
県
民
の
尊
い
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
平
成
８
年
10
月

に
運
航
を
開
始
し
ま
し
た
。
全
国
に
消
防

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
72
機
配
備
さ
れ
て

い
る
中
、
愛
知
県
防
災
航
空
隊
で
は
、
全

国
で
も
数
少
な
い
24
時
間
運
行
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

　
「
わ
か
し
ゃ
ち
」
は
、
県
内
の
各
消
防

本
部
の
要
請
で
出
動
し
、
消
火
の
難
し
い

山
林
や
大
き
な
工
場
な
ど
の
火
災
現
場
で

の
空
中
散
水
を
は
じ
め
、
積
載
カ
メ
ラ
を

使
っ
て
災
害
現
場
の
映
像
を
送
信
す
る
な

ど
、
特
性
を
生
か
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
負
傷
者
や
急
病
人
を
医
療
機
関
へ

搬
送
す
る
救
急
ヘ
リ
の
役
割
も
果
た
す
な

ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
渡
り
、
県
民
の

安
心
・
安
全
を
守
る
の
に
無
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
す
。

　

日
夜
、
特
殊
な
任
務
を
遂
行
す
る
防
災

航
空
隊
に
は
、
県
下
の
消
防
本
部
か
ら
職

員
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
（
操
縦
士
・
整

備
士
な
ど
を
除
く
）。
田
原
市
か
ら
も
、

平
成
17
～
19
年
度
ま
で
の
３
年
間
、
消
防

士
を
派
遣
し
、
空
飛
ぶ
消
防
士
と
し
て
多

く
の
現
場
で
活
動
し
ま
し
た
。

　

陸
上
消
防
隊
と
防
災
航
空
隊
と
の
消
防

活
動
は
、
常
に
お
互
い
が
連
携
し
て
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
田
原
市
で
は
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
と
の
連
携
訓
練
を
年
に
数
回

行
っ
て
い
ま
す
。
実
施
の
際
に
は
、
広
報

た
は
ら
や
公
共
施
設
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

な
ど
で
呼
び
か
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
は
、

突
然
倒
れ
た
方
の
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
、
蘇
生
さ
せ
る
た
め
の
医
療
機
器

で
、
市
民
の
方
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

　

市
内
公
共
施
設
63
か
所
の
設
置
場
所
を

記
し
た
「
た
は
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
」
を
市

消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し

た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
http://w

w
w

.city.tahara.aichi.jp/
section/syoubou/

「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

　

頼
も
し
い
空
飛
ぶ
消
防
士

　

た
は
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ

▲中央図書館に
設置されてい
るＡＥＤ

わかしゃち
データファイル
◎定員
　15 名
◎巡航速度
　時速 243km
◎航続距離
　783km
　※名古屋～函館間ほど
◎田原市への出動時間
　配備場所（県営名古屋空港内）
　を離陸してから約 25 分

　

育
む
未
来
の
消
防
力

▲放水体験

▼はしご車試乗
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消
防
団
に
あ
な
た
の
力
を
！

　

近
年
、
死
傷
者
を
伴
う
火
災
や
集
中
豪

雨
な
ど
の
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
す
災
害

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
志
を

持
っ
た
方
々
が
消
防
団
員
と
な
り
、消
防
・

防
災
に
お
け
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
定
期
的
に
訓
練
を
行
い
、
私
た
ち
の

ま
ち
の
安
心
と
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
貢
献
し
た
い
あ
な
た
、
消
防
団

活
動
で
そ
の
志
を
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
入
団
資
格
》

❖
田
原
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
満
18
歳
以

上
の
方
で
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課
消
防
係
☎
23
局
４
０
７
３

　

防
火
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞

　

平
成
22
年
度
田
原
市
防
火
協
会
の
防
火

ポ
ス
タ
ー
展
に
お
い
て
、中
川
歩あ
ゆ
み美
さ
ん
（
田

原
南
部
小
学
校
６
年
）
の
防
火
ポ
ス
タ
ー

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
愛
知
県
の
主
催
す
る
平
成
22
年

度
防
火
作
品
展
に
お
い
て
も
、
愛
知
県
教

育
委
員
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▼
消
防
課
予
防
危
険
物
係
☎
23
局
４
０
７
４

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
飛
行
機
内
な
ど
で
乗
客
の
世
話
を

す
る
人　

○
○
乗
務
員

④
１
を
英
語
で
言
う
と　

⑤
甲
羅
を
持
つ
爬
虫
類

⑦
病
気
や
ケ
ガ
が
治
る
こ
と

⑨
残
り
と
ど
ま
る
こ
と

⑪
人
柄
な
ど
に
気
品
の
あ
る
さ
ま

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
12
月
31
日（
金
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
秋
号
の
答
え
　
ラ
ン
ナ
ー
】

（
応
募
総
数
50
通
中
、正
解
47
通
。当
選
者
の
方
の

発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
頂
上
に
岐
阜
城
が
あ
る
山

②
田
畑
を
耕
す
と
き
に
使
う
道
具

③
金
色
の
光
沢
の
あ
る
銅
と
亜
鉛
の
合
金

⑥
小
麦
粉
な
ど
で
作
る
細
長
い
形
の
食
べ
物

⑧
困
難
や
危
険
を
恐
れ
な
い
心

⑩
自
分
だ
け
の
利
益
を
考
え
る
こ
と

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

①

⑨

D ②

⑧⑥

④Ａ

⑦Ｅ⑤Ｂ

①

⑪

⑩

③C
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歳出 予算額 282億1,929万円
支出済額 109億4,122万円

執行率
38.8%

予算額　   1億7,647万円

支出済額　　　8,557万円

36億6,886万円

16億6,072万円

71億8,379万円

26億6,270万円

25億3,702万円

7億1,308万円

1億1,380万円

2,308万円

18億7,541万円

2億7,621万円

16億1,560万円

11億6,684万円

34億9,151万円

6億3,510万円

20億   387万円

12億4,282万円

22億1,063万円

8億5,924万円

0円

0円

3,000万円

0円

05101520253060 35・・・・・・

16億1,581万円

33億1,228万円

（億円）

執行率 48.5％

45.3％

37.1％

28.1％

20.3％

14.7％

72.2％

18.2％

62.0％

38.9％

0.0％

48.8％

0.0％

議 会 費
　
総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

そ の 他

議会の活動に要した経費

選挙、コミュニティ、戸籍、庁舎の維持管理などに要した経費

児童、高齢者、障害者などを対象とした福祉事業に要した経費

保健事業や環境保全、ごみ処理などに要した経費

失業対策や勤労者のために要した経費

農業、畜産業、水産業、林業の振興に要した経費

商工業や観光の振興に要した経費

道路、公園、河川の整備、街づくり、緑化の振興などに要した経費

火災予防や防火活動、防災活動、救急救助活動などに要した経費

学校、生涯学習、図書館、博物館、スポーツ・文化振興などに要した経費

災害によって生じた被害の復旧に要した経費

市債として借りたお金に利子をつけて返済した経費

上記以外のものに要した経費

（四捨五入）

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、年２回公表しています。今回は平成22年度上半期（平成22年４月
～平成22年９月）の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は１万円未満を切り捨てているため、
合計の金額が合わない場合があります。　 ▼財政課２３局３５９１

■一般会計

■借入金の状況 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など ３３３万４，８６０㎡

建物 市役所・学校など ３９万５，９６５㎡

基金 財政調整基金など １４３億８，９６９万円

出資による権利 （財）崋山会など ４億４，８３９万円

一般会計
271億6,399万円

特別会計
121億2,631万円

教育債
51億8,516万円

土木債 33億5,901万円
その他（総務債・衛生債・民生債・公営住宅債など）

73億3,611万円

公共下水道事業特別会計
94億9,893万円

農業集落排水事業特別会計
26億2,738万円

総額●392億9,030万円

【借入金】
多額の経費を必要
とする事業を行う
場合に、国などから
借りるお金のこと。

臨時財政対策債
52億9,860万円

減収補てん債
35億1,805万円

減税補てん債 24億6,706万円
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財政状況を公表します
■一般会計

平成22年度
上 半 期

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
給食センター給食費特別会計 ３億１，００２万円 １億 　２８８万円 ３３．２％ １億 　２０６万円 ３２．９％
老人保健医療特別会計 ４３６万円 ７０３万円 １６１．３％ １１万円 ２．５％
国民健康保険特別会計 ６９億 　　４９万円 ２７億６，１６２万円 ４０．０％ ３０億 　　３３万円 ４３．５％
公共下水道事業特別会計 １３億５，９３４万円 ２億５，５４７万円 １８．８％ ４億７，６５８万円 ３５．１％
農業集落排水事業特別会計 ９億７，７９８万円 １億４，８５０万円 １５．２％ ２億１，７３３万円 ２２．２％
田原福祉専門学校特別会計 １億１，６１８万円 ２，５２９万円 ２１．８％ ５，００４万円 ４３．１％
介護保険特別会計 ３２億１，７９０万円 １６億３，２１２万円 ５０．７％ １３億７，６２３万円 ４２．８％
中心市街地商業等活性化事業特別会計 ２，９５８万円 １万円 ０．０％ ６９１万円 ２３．４％
後期高齢者医療特別会計 ６億 　３７２万円 １億７，０４４万円 ２８．２％ １億 　２５８万円 １７．０％

合計 １３５億１，９６０万円 ５１億 　３３９万円 ３７．７％ ５３億３，２２１万円 ３９．４％

■特別会計

予算額　   132億6,764万円

収入済額　 87億3,558万円

16億8,100万円

8億4,155万円

17億2,661万円

16億3,284万円

３億3,537万円

1億4,986万円

4億5,413万円

2億2,175万円

18億3,518万円

7億4,186万円

14億9,323万円

1億5,877万円

6,728万円

1,327万円

451万円

319万円

36億2,617万円

10億円

14億2,797万円

14億2,797万円

3億9,216万円

1億2,580万円

19億  800万円

市 税

地方譲与税等

地 方 交 付 税

分担金・負担金

使用料・手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

2001501000 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20（億円）

収入率

歳入 予算額 282億1,929万円
収入済額 150億5,248万円

収入率
53.3%

65.8％

50.1％

94.6％

44.7％

48.8％

40.4％

10.6％

19.7％

70.7％

27.6％

100.0％

32.1％

0.0％

市民税や固定資産税など市民の皆さんから納付していただいた税金

国の税収入の中から一定の基準により市に配分されたお金

市の財政状況に応じて国から交付されたお金

市が行う事業に関して利益を受ける方から納められたお金

市の施設を利用するとき、市が行う特定の事務に対して納付されたお金

市が行う特定の事業に対して国から交付された負担金や補助金など

市が行う特定の事業に対して県から交付された負担金や補助金など

市が所有する財産を貸付け・出資・売払いしたことによって生じたお金

市民や団体、事業者の方からの寄附金

特別会計や基金から一般会計に繰り入れたお金

前年度の決算で生じた繰越金

ほかの収入科目に含まれない預金利子や貸付金返済金、雑入などのお金

市が大きな事業などを行うために国や金融機関から借り入れたお金 0円

（四捨五入）
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

10

11

　

地
域
福
祉
を
考
え
る
福
祉
の
つ
ど
い
と
、心
の
健
康

の
増
進
を
図
る
ハ
ー
ト・イ
ン・東
三
河
が
田
原
文
化

会
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。つ
ボ
イ
ノ
リ
オ
さ
ん

な
ど
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、福
祉
に
関
す
る

出
展
コ
ー
ナ
な
ど
に
約
３
０
０
０
名
が
参
加
し
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
障
害
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

地
域
福
祉
の

風
土
を
作
る

11
月
14
日［
日
］

　

オ
ラ
ン
ダ
王
国
・
ウ
ェ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒

な
ど
14
名
が
田
原
市
を
訪
れ
、姉
妹
校
で
あ
る
渥
美

農
業
高
校
の
授
業
参
加
や
市
内
施
設
の
見
学
な
ど

を
行
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。ま
た
、渥
美
農
業
高

校
の
生
徒
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
な
ど
異
文
化

に
触
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。

国
境
を
超
え
て

共
に
学
ぶ
農
業

１1
月
５
日［
金
］

▲福祉のつどいで、ボランティアの方から手話を教わる参加者たち

▲田原市長を表敬訪問後、議場も見学したウェラントカレッジの皆さん

　

侵
食
が
進
む
海
岸
の
現
状
と
表
浜
の
魅
力
を
伝

え
る
表
浜
自
然
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、大

草
か
ら
久
美
原
ま
で
の
太
平
洋
岸
で
開
催
さ
れ
、約

２
０
０
０
名
が
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。東
ケ
谷

海
岸
で
は
、地
引
網
を
は
じ
め
、鍋
な
ど
の
振
る
舞
い

や
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
然
に
親
し
み

大
切
さ
を
学
ぶ

11
月
13
日［
土
］

▲いつまでもはだしで駆け回れる、きれいな砂浜であって欲しいですね

平成22年12月1日 　  　　　　　　　　│ 14 │



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

10

11

　

渥
美
半
島
菊
花
大
会
が
、10
月
26
日
か
ら
11
月
７

日
の
期
間
に
サ
ン
テ
パル
ク
た
は
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
大
会
は
、地
域
の
特
産
で
あ
る「
菊
」を
Ｐ
Ｒ

し
、観
光
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、菊
作
り
愛
好
家
や
小
学
生
、幼
稚
園
児

な
ど
が
出
品
し
た
全
３
９
２
作
品
が
会
場
を
華
や
か

に
彩
り
ま
し
た
。主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。（
敬

称
略
）【
内
閣
総
理
大
臣
賞
】荒
木
和
子︵
和
地
町
︶

【
農
林
水
産
大
臣
賞
】岡
本
昭
悟︵
田
原
町
︶【
愛
知

県
知
事
賞
】永
田
日
出
夫︵
夕
陽
が
浜
︶、大
羽
タ
エ

子︵
高
松
町
︶、長
浜
輝
子︵
豊
橋
市
︶

　

田
原
市
民
ま
つ
り
が
田
原
文
化
会
館
周
辺
で
開

催
さ
れ
、家
族
連
れ
な
ど
約
４
万
６
０
０
０
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。渥
美
半
島
の
こ
だ
わ
り
産
品
が
集

ま
っ
た「
た
は
ら
マ
ル
シ
ェ（
市
）」が
新
た
に
行
わ
れ
た

ほ
か
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベン
ト
や
恒
例
の
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
が
開
催
さ
れ
、市
民
交
流
の
イ
ベン
ト
と
し
て
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た一日
と
な
り
ま
し
た
。

美
し
く
咲
き
誇
る

大
輪
に
う
っ
と
り

11
月
３
日［
祝
］

▲期間中は大正琴の演奏やお茶会も行われ、来場者は足を止めていました

た
は
ら
が
一
番
！

み
ん
な
の
ま
つ
り

10
月
24
日［
日
］

▲出場者の気迫と情熱が伝わってきた踊りコンテスト。全７チームが観客を魅了【優勝チーム】あっよいしょ！

│ 15 │　　　　　　　　　　平成22年12月1日



　

次
の
方
々
が
、
永
年
に
わ
た
る
功
績
を

称
え
ら
れ
、叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
平
成
22
年
秋
の
叙
勲

▪
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

岩
田
茂し

げ
る

（
元
田
原
中
学
校
長
／
教
育
功

労
／
馬
伏
町
）

瓜
生
堅け

ん
き
ち吉
（
元
田
原
中
部
小
学
校
長
／

教
育
功
労
／
田
原
町
）

▪
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

中
神
絹き

ぬ
こ子
（
元
中
部
保
育
園
主
任
保
育

士
／
児
童
福
祉
功
労
／
大
久
保
町
）

■
第
15
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

▪
瑞
宝
単
光
章

伊
藤
泰た

い
ぞ
う蔵
（
元
愛
知
県
警
察 

警
部
／

警
察
功
労
／
田
原
町
）

　

こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
る
方
、
エ

ク
セ
ル
や
ワ
ー
ド
を
覚
え
た
い
方
な
ど
を

対
象
に
基
本
操
作
か
ら
練
習
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
／
開
催
日
時
＝
表
の
と

お
り　

▼
定
員
＝
い
ず
れ
も
20
名
（
先
着

順
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ

ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２
階
）　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

負
担
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電

話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・

希
望
コ
ー
ス
・
テ
キ
ス
ト
希
望
の
有
無
を

明
記
）
※
休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
平
日
）
／
年
末
年
始
（
12
月
28
日

～
平
成
23
年
１
月
４
日
）　

▼
そ
の
他
＝

受
講
中
・
申
し
込
み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、

同
時
に
２
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可
／
メ

デ
ィ
ア
研
修
室
は
、
一
般
の
グ
ル
ー
プ
研

修
な
ど
で
も
利
用
で
き
ま
す
（
有
料
）。

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

　

心
肺
蘇
生
法
と
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
を
学
ぶ
普
通
救

命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方　

▼
日
時
＝
12
月
26
日
（
日
）
午
前

９
時
～
正
午　

▼
場
所
＝
消
防
署
赤
羽
根

分
署　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
12
月

25
日
（
土
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
講
習
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９　

45
局
４
１
２
０

　

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
自
ら
の
農
作
業
お
よ
び
農
作
業

の
う
ち
基
幹
的
な
作
業
の
す
べ
て
を
受
託

し
た
方
で
、
軽
油
を
使
用
す
る
方　

▼
日

時
＝
平
成
23
年
１
月
14
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～　

▼
場
所
＝
営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
（
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
内
：
旧
赤

羽
根
支
所
）　

▼
内
容
＝
免
税
軽
油
使
用

者
証
お
よ
び
免
税
証
の
交
付
申
請
に
係
る

書
類
の
作
成

※
申
請
に
必
要
な
も
の
、
免
税
の
対
象
と

な
る
機
械
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

叙
勲

軽
油
引
取
税
免
税
手
続
き
に

関
す
る
受
付
窓
口
を
開
設

■パソコン教室
コース 開催日 ※いずれも H23 時間

はじめてのインター
ネット・電子メール 1/18（火）・1/20（木） 9:30～11:30

文書作成初級
「ワード2007」

1/26（水）・1/28（金）
2/2（水）・4（金） 13:30～15:30

表計算初級
「エクセル2007」

1/26（水）・1/28（金）
2/2（水）・4（金） 9:30～11:30

デジカメ写真の活用 1/18（火）・1/20（木） 13:30～16:30

※パソコンの環境　OS：Windows Vista
　使用ソフト：Internet Explorer7.0、Microsoft Word2007、Excel2007

パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者

平成22年12月1日 　  　　　　　　　　│ 16 │



　

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
は
、
大
変
混
雑

し
ま
す
。
ご
み
は
、
で
き
る
だ
け
収
集
日

に
地
区
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
や
む
を
得
ず
年
末
に
ご
み
を
持
ち

込
む
場
合
は
、
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
、

事
前
に
自
宅
で
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
回
収

し
て
い
ま
せ
ん
。

▪
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類

【
各
資
源
化
・
環
境
セ
ン
タ
ー
】
も
や
せ

な
い
ご
み
・
空
缶
・
小
物
金
属
・
ガ
ラ
ス

び
ん
・
紙
類
・
布
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ
・

有
害
ご
み
・
粗
大
ご
み
（
木
・
枝
類
、
草

は
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
の
み
）

【
田
原
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
炭
生
館
】

も
や
せ
る
ご
み

▼
清
掃
管
理
課
☎
23
局
３
５
３
８

▼
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
27
局
０
１
０
０

▼
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
45
局
３
４
９
７

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
32
局
３
３
２
２

　

年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
て
自
分
の
身

体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
＝
12
月
31
日
（
金
）
ま
で
の
診
療

時
間
内　

▼
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関

▼
持
ち
物
＝
受
診
券
（
６
月
に
郵
送
済
）、

保
険
証　

▼
費
用
＝
自
己
負
担
分
は
無
料

▼
そ
の
他
＝
受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合

は
、
再
発
行
（
12
月
17
日
ま
で
）
し
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

　

次
の
医
療
費
助
成
に
該
当
す
る
方
は
、

被
保
険
者
証
と
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
な
く
な
り

ま
す
。
該
当
す
る
方
で
受
給
者
証
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
助
成

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
、
後
期

高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

▪
対
象

【
障
害
者
】
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
、
じ

ん
臓
機
能
障
害
４
級
、
進
行
性
筋
委
縮

症
４
～
６
級
の
方
②
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ

判
定
の
方
③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
・
２
級
④
自
閉
症
状
群
（
診
断
書

が
必
要
）

【
ひ
と
り
暮
ら
し
】
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
①
単
身
で
生
活
を
営
ん
で
お

り
、
同
一
敷
地
内
に
親
族
が
住
ん
で
い

な
い
方
②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
方

③
親
族
か
ら
金
銭
的
援
助
を
受
け
て
い

な
い
方

【
ね
た
き
り
・
認
知
症
】
介
護
保
険
の
要

介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受
け
て
い
て

３
か
月
以
上
要
介
護
状
態
が
継
続
し
て

い
る
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

■
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
、
父

母
の
前
年
の
所
得
が
所
得
制
限
額
以
下
の

方
に
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
①
母
子
家
庭
（
父
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
家
庭
を
含
む
）
の
母
お
よ
び
児

童
②
父
子
家
庭
（
母
に
重
度
の
障
害
が
あ

る
家
庭
を
含
む
）
の
父
お
よ
び
児
童
③
父

母
の
い
な
い
児
童　

※
い
ず
れ
も
児
童
が
18

歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で

▼
保
険
年
金
課　

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

田原市議会議員一般選挙
投票日：平成23年１月30日日

　（告示日：平成23年１月23日日）

■選挙運動説明会
立候補予定者および運動員を対象とした選挙運動説明
会を次のとおり開催しますので、関係者はご出席くだ
さい。
▶日時＝ 12 月 24 日（金）14：00 ～
▶場所＝田原市役所 講堂（南庁舎６階）
▶その他＝１候補者につき３名まで出席可

■田原市議会議員一般選挙日程

〈愛知県知事選挙〉投票日＝平成23年2月6日日
　　　　　　　　（告示日＝平成23年1月20日木）
　　　　　　　　　
▶田原市選挙管理委員会（総務課内）☎ 23 局３５０６

各
地
区
の
ご
み
の
収
集
日
は
、ご
み
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、各

施
設
の
年
末
・
年
始
の
業
務
日
に
つ
い

て
は
、18
ペ
ー
ジ「
年
末
・
年
始
の
業
務

の
お
し
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

も
う
お
済
で
す
か
？

特
定
健
診
は
12
月
末
ま
で

年
末
の
ご
み
処
理
は
お
早
め
に

■母子家庭等医療費助成の
　所得制限額
扶養親族数 所得制限額

0人 192 万円

1人 230 万円

2人 268 万円

3人 306 万円

4人目以降の
加算額 38 万円

医
療
費
の
助
成
制
度

期　日 内　容

１月１２日（水）
立候補事務手続説明会

（14：00～／市役所講堂）
※１候補者につき３名まで出席可

１月１9 日（水）
　～ 20 日（木）

立候補届出書類事前審査
（９：00～16：00／市役所講堂）

１月 23 日（日） 選挙告示・立候補受付
（８：30～17：00／市役所講堂）

１月 24 日（月） 期日前投票・不在者投票開始
１月 29 日（土） 期日前投票・不在者投票最終日

１月 30 日（日） 投票日（7：00～20：00／各投票所）
開票（21：30～／田原市総合体育館）
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平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
（
12
月
31
日

現
在
）
を
行
い
ま
す
。
12
月
か
ら
平
成
23

年
１
月
に
か
け
て
、
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
。

　

内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

　
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
」
を
活
用

し
た
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業
」
が
、

市
内
を
は
じ
め
県
内
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
詳
細
は
、
愛
知
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http//w
w

w
.pref.aichi.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▪
主
な
事
業

【
人
口
林
整
備
事
業
】
県
内
で
７
５
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
間
伐

【
里
山
林
整
備
事
業
】
田
原
市
加
治
町
で

管
理
道
な
ど
を
設
置
（
県
内
で
９
か
所

実
施
）

▼
愛
知
県
東
三
河
農
林
水
産
事
務
所 

林
務
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
５
１
１
１

　
（
０
５
３
２
）54
局
８
７
１
０

わたしの地区の

民 生 委 員
児 童 委 員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
福
祉
増
進
の
た
め
、
住
民
の
日
常
生
活

上
の
相
談
に
気
軽
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
12
月
１
日
付
を

も
っ
て
行
わ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３

年
間
で
す
。新
し
い
委
員
と
担
当
地
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）      

▼
福
祉
課
23
局
３
５
１
２

︻
民
生
委
員
・
児
童
委
員
︼

◉
田
原
東
部
校
区

彦
坂
せ
つ
子
（
相
川
・
谷
熊
）
／
中
神
仁
美
・

今
田
秋
子
（
や
ぐ
ま
台
）
／
奥
千
恵
子
・
河
辺

美
智
子
・
川
口
み
え
子
（
豊
島
・
御
殿
山
）

◉
童
浦
校
区

齋
藤
碩
（
吉
胡
）
／
佐
藤
岸
男
（
木
綿
台
・
吉

胡
台
）
／
大
谷
富
彦
・
牧
野
郁
夫
（
浦
）
／
青

木
卯
（
西
浦
）
／
佐
野
三
策
（
波
瀬・姫
見
台
）

／
河
合
昇（
白
谷
）／
小
林
和
子（
片
浜・片
西
）

／
森
貞
司
（
光
崎
）

◉
田
原
南
部
校
区

林
勝
已
・
冨
田
雅
則
（
大
久
保
）

◉
田
原
中
部
校
区

沓
名
連
子
（
一
番
東
）
／
太
田
菊
枝
（
一
番
西
）

／
松
本
哲
明
（
三
番
組
）
／
横
田
由
美
子
（
四

番
組
東
）
／
大
羽
征
幸
（
四
番
組
西
）
／
鈴

木
弘
（
四
番
組
南
）
／
橋
本
政
之
（
蔵
王
東
个

丘
）
／
大
河
義
弘
（
蔵
王
南
个
丘
）
／
亀
田
み

は
（
萱
町
一
区
）
／
中
神
清
一（
萱
町
二
区
）
／

岩
瀬
一子
（
萱
町
三
区
）
／
廣
中
貴
彦
（
本
町
）

／
渡
辺
栄
子
・
松
井
初
子
（
新
町
）

◉
衣
笠
校
区

鈴
木
民
代・本
多
稔
（
加
治
）
／
鳥
居
嘉
之
（
衣

笠
）
／
鈴
木
幾
雄
（
八
軒
家
）
／
藤
城
正
孝
（
藤

七
原
）
／
鈴
木
淳
子
（
鎌
田
・
東
滝
頭
）
／
藤

城
ひ
ろ
み
（
赤
石
）

◉
神
戸
校
区

仲
田
宝
光
（
川
岸
・
サ
ン
コ
ー
ト
）
／
井
上

雄

（
漆
田
一
区
）
／
鈴
木
正
江
（
漆
田
二
区
・
東

赤
石
）
／
古
賀
秀
行
（
漆
田
三
区
）
／
河
辺

正
男（
神
戸
市
場・希
望
が
丘
）／
仲
井
節
子（
青

津
）
／
仲
井
康
勝
（
赤
松
・
志
田
・
新
美
）
／

福
井
卓
雄（
南
町・谷
ノ
口
）／
鈴
木
幸
人（
東
个

谷
）

◉
大
草
校
区

寺
田
和
幸
（
大
草
）
／
近
藤
信
子
（
大
草
団
地
）

◉
野
田
校
区

片
岡
博
雄
（
芦
・
南
）
／
河
合
慶
子
（
彦
田
・

雲
明
・
保
井
）
／
浅
野
幸
生
（
東
馬
草
・
西
馬

草
）
／
林
芙
美
子
（
野
田
市
場・今
方・北
海
道
）

／
富
田
和
示（
山
ノ
神・仁
崎
）／
増
田
彰
子（
ほ

る
と
台
）

◉
六
連
校
区

鈴
木
博
道
（
長
上
・
久
美
原
・
浜
田
）
／
伊
藤

昌
樹
（
百
々
・
新
浜
）

◉
高
松
校
区

柴
田
ひ
ろ
子
／
鈴
木
眞
一郎
／
大
羽
武
夫

◉
赤
羽
根
校
区

中
村
ゆ
か
り
（
赤
羽
根
東
）
／
鈴
木
幸
子
（
赤

羽
根
中
）
／
鈴
木
孝
典
（
赤
羽
根
西
）

◉
若
戸
校
区

本
田
廣
利
（
池
尻
）
／
槇
田
泰
吉
（
若
見
）

／
渡
會
恒
則
（
越
戸
）

◉
泉
校
区

榊
原
敏
雄
（
宇
津
江
）
／
盛
田
ア
ケ
ミ
・
河
合

和
彦
（
江
比
間
）
／
樅
山
節
生
（
八
王
子
）

／
皿
井
静
代
（
村
松
）
／
山
田
克
利
（
馬
伏
）

／
平
井
正
壽
（
伊
川
津
）
／
竹
内
泰
孝
（
石
神
）

／
藁
科
ひ
ろ
み
（
夕
陽
が
浜
）

◉
清
田
校
区

岡
村
秀
雄
（
山
田
）
／
仲
神
和
義
（
高
木
）

／
鈴
木
正
徳
（
折
立
）
／
山
本
よ
し
江
・
渡
邉

長
一（
古
田
）

◉
福
江
校
区

荒
木
林
（
長
沢
）
／
上
村
通
子
・
神
谷
明
・
川

口
美
代
子
（
福
江
）
／
渡
辺
仁
（
新
宅
）
／

石
井
秀
行（
向
山
）／
神
谷
富
一・杉
浦
公
男（
保

美
）

◉
中
山
校
区

荒
木
正
夫
・
加
藤
エツ
子
・
小
原
み
き
子
・
宮
川

文
明
（
中
山
）
／
川
口
源
蔵
・
河
合
彦
壽
・
小

川
ひ
と
み
・
森
下
む
つ
子
（
小
中
山
）

◉
亀
山
校
区

山
本
民
生
（
亀
山
）
／
津
田
敏
雄
（
西
山
）

◉
伊
良
湖
校
区

小
久
保
恭
明
（
伊
良
湖
）
／
齋
藤
賢
一（
日
出
）

◉
堀
切
校
区

長
尾
美
久
・
髙
瀬
律
子
・
中
野
い
つ
子
（
堀
切
）

／
山
口

子
（
小
塩
津
）

◉
和
地
校
区

河
合
正
明
（
和
地
一
色
）
／
田
中
一
成
（
和
地
）

／
河
合
雅
明
（
土
田
）

︻
主
任
児
童
委
員
︼

石
川
誠
／
山
田
ま
さ
代
／
山
本
千
恵
子
／
藤
目

弥
生
／
鈴
木
玲
子
／
山
内
尚
子
／
間
瀬
祐
子

平
成
21
年
度

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
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法
人
や
個
人
で
工
場
や
事
務
所
、ア
パ
ー

ト
、農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
方
が
所
有
し
て

い
る
事
業
用
の
有
形
減
価
償
却
資
産
の
う
ち
、

土
地
、家
屋
、自
動
車（
軽
自
動
車
含
む
）以
外

の
も
の
は
、償
却
資
産
と
し
て
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
と
な
り
、申
告
が
必
要
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
決
算
の
と
き
に
減
価
償
却

資
産
と
し
て
計
上
し
た
も
の
は
、
す
べ
て
対

象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
構
築
物
で
あ
っ

て
も
家
屋
と
し
て
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な

る
も
の
や
、
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
お

よ
び一
部
の
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
自
動

車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
も

の
は
償
却
資
産
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

　

所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
変
更
が
な
く

て
も
、
取
得
価
額
の
合
計
が
免
税
点
以
下
で

あ
って
も
、
申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
資
産
が
あ
る
場
合
は
、
平
成

23
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
１
月
31

日
（
月
）
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申

告
書
は
12
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

▪
電
子
申
告
に
つ
い
て

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地
方
税
の
手
続
き
が

で
き
る
「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」
を
利
用
し
て
、

償
却
資
産
の
申
告
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.eltax.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

　

給
料
・
報
酬
・
料
金
・
利
子
・
配
当
な

ど
を
一
定
額
以
上
支
払
っ
た
場
合
は
、
支

払
先
の
住
所
・
氏
名
・
支
払
額
な
ど
を
記

載
し
た
書
類
（
法
定
調
書
）
を
税
務
署
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
分
の
提
出
期
限
は
１
月
31
日

（
月
）
で
す
。
法
定
調
書
の
作
成
や
提
出

の
仕
方
な
ど
、
詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
税
務
署

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

　

平
日
に
納
税
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の

た
め
に
、休
日
収
納
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
26
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時　
▼
場
所
＝
田
原
市
役
所
南

庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー　

▼
業
務
内
容
＝
市
税
の

収
納
、
市
税
等
口
座
振
替
申
込
書
の
受
付

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

▪
新
規
追
加
（
水
道
指
定
工
事
店
）

◦
有
限
会
社　

巧

☎（
０
５
６
２
）57
局
５
７
３
０

▪
取
り
消
し
（
水
道
・
排
水
設
備
指
定
工

　

事
店
）

◦
株
式
会
社　

ラ
イ
フ
・
カ
ワ
サ
キ

▼
水
道
課　

☎
23
局
３
５
３
２

▼
下
水
道
課
☎
23
局
３
５
２
５

◦
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
よ
う

　

放
し
飼
い
の
犬
が
、
子
ど
も
な
ど
を
追
い

か
け
て
ケ
ガ
を
さ
せ
た
り
、
犬
自
身
が
交

通
事
故
に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
き
ち

ん
と
鎖
な
ど
で
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
犬
の
首
輪
に
は
必
ず
鑑
札
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。
鑑
札
の
付
い
て
い
な
い

犬
は
、
野
良
犬
と
同
じ
扱
い
と
な
り
ま

す
。

◦
フ
ン
の
後
始
末
を
し
っ
か
り
し
よ
う　

　

散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
は
、
道
路
や
公
園

に
放
置
せ
ず
、
必
ず
責
任
を
も
っ
て
処
理

し
ま
し
ょ
う
。
処
理
後
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
の

投
棄
も
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▪
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
市
町
村

で
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。登
録
は
生
涯
に
１
回
、

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回
で
す
。

▪
平
成
23
年
４
月
か
ら
犬
・
猫
引
取
り
有
料
化

▼
対
象
＝
飼
い
主
の
い
る
犬
・
猫　

▼
引

取
場
所
＝
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー　

▼
引
取
手
数
料
＝
【
生
後
91
日
以

上
の
犬
・
猫
】
＝
２
５
０
０
円
／
【
生
後

90
日
以
内
の
犬
・
猫
】
＝
５
０
０
円

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三
河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
３
７
７
７

▼
環
境
衛
生
課
☎
23
局
３
５
４
１

償
却
資
産
の
申
告

区分 資産

❶構築物 温室 ･ 育苗用ハウス、ビニールハウスやアクリルハウスな
どの各種ハウス ･ アパートのフェンス ･ 駐車場の舗装 など

❷機械および装置
暖房機 ･ 温風機 ･ 消毒機 ･ 結束機 ･ 花選別機 ･ 花用冷
蔵庫 ･ 潅水設備・二重カーテンなどの農業用機械および
装置、旋盤・プレスなどの産業用機械および装置 など

❸船舶 ボート ･ 漁船 など

❹航空機 飛行機 ･ ヘリコプター など

❺車両および運搬具 フォークリフト ･ 構内運搬車 など

❻工具･器具および備品 エアコン ･ パソコン ･ 机 ･ いす ･ 陳列ケース など

■償却資産の対象となる資産

法
定
調
書
の
提
出

市
税
の
休
日
収
納
窓
口
を
開
設

水
道
・
排
水
設
備
指
定
工
事
店

新
規
追
加
・取
り
消
し

ペ
ッ
ト
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
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月　日　

 施設名・電話番号

１２月 １月
25

（土）
26

（日）
27

（月）
28

（火）
29

（水）
30

（木）
31

（金）
１

（祝）
２

（日）
３

（月）
４

（火）
５

（水）

市役所 22-1111 ○ ○ 出生や婚姻などの届け出は、北庁舎１階の宿日直
室にて受け付けます。 ○ ○

赤羽根市民センター
（旧赤羽根支所） 45-3111 ○ ○ ○ ○

渥美支所 33-1111 ○ ○ 出生や婚姻などの届け出は、１階の日直室にて受
け付けます。（午前8時30分～午後5時15分） ○ ○

田原福祉センター 23-3811 ○ ○ ○ ○ ○ ○
赤羽根福祉センター ○ ○ ○ ○
あつみライフランド 33-0386 ○ ○ ○ ○ ○
リサイクルプラザ 23-7191 ○ ○ ○ ○
リサイクルセンター
炭生館（もやせるごみのみ） 24-0151 ～正午 ○ ○ ○ ～正午 ○ ○
東部資源化センター 27-0100 ○ ○ ○ ○ ○ ～正午

赤羽根環境センター 45-3497 ○ ○ ○ ○ ○ ～正午

渥美資源化センター 32-3322 ○ ○ ○ ○ ○ ～正午

田原文化会館
総合体育館 22-6061 ○ ○ ○
中央図書館 23-4946 ○ ○ ○
情報センター 22-7200 ○ ○ ○
市民活動支援センター 22-1111

内線812 ○
赤羽根文化会館 45-3939 ○ ○ ○
赤羽根図書館 45-3426 ○ ○ ○
渥美文化会館 33-1000 ○ ○ ○
渥美図書館 33-1114 ○ ○ ○
江比間野外活動センター 37-1025 ○ ○ ○
白谷海浜公園陸上競技場 22-7300 ○ ○ ○
中央公園 22-0003 ○ ○ ○
滝頭公園 22-3936 ○ ○ ○
緑が浜公園（野球場・多目的広
場・パターゴルフ・テニスコート） 23-2663 ○ ○ 午前９時～午後５時

（受付は午後４時まで） ○

赤羽根文化広場 45-2823 ○ ○
パターゴルフのみ午前９時
～午後５時まで無料開放
（道具はご持参ください）

○

渥美運動公園 38-0111 ○ ○ ○
田原市博物館 22-1720 ○ ○ ○
渥美郷土資料館 33-1127 ○ ○ ○
シェルマよしご 22-8060 ○ ○ ○
池ノ原会館 23-2446 ○ ○ ○
崋山会館 22-1700 ○ ○
サンテパルクたはら 25-1234 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハローワーク豊橋・田原 24-0050 ○ ○ ○ ○ ○ ○
田原まつり会館 22-7337 ○ ○ ○

蔵王山展望台 22-0426 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午前５時
～

午後４時
午前10時～午後４時

田原めっくんはうす 23-2525 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
午前８時
～

午後５時
午前９時～午後５時 ○ ○

伊良湖クリスタルポルト 35-6631 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 早朝営業の予定（時間未定）
※詳しくはお問い合わせください。

あかばねロコステーション 45-5088 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
午前７時
～

午後５時
○ ○ ○ ○

■ 年末・年始の業務のおしらせ ○ 平常どおり 時間変更 休業

・市民課時間外窓口を12月25日（土）午前8時30分～午後0時30分に開設し、各種証明書の交付を行います。
・サンテパルクたはらは、1月11日（火）～13日（木）の期間、臨時休園します。
・もやせるごみは、地区により収集日が異なります。詳しくは「ごみカレンダー」をご覧ください。
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～12/9木
表浜自然ふれあいフェスティバル
ハートイン東三河・福祉のつどい

12/10金～12/23木
田原市長杯少年野球交流大会
第５回愛知県市町村対抗駅伝大会

12/24金～12/31木
渥美半島城めぐり
田原市の１年を振り返る

1/1金・祝～1/6木
「新年を迎えて」田原市長あいさつ
菜の花まつり・どんぶり街道

毎日６回放送　
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

ティーズチャンネルで放送中

広報秘書課 22　0138

◦田原市議会　生中継（予定）
放送予定日 内　容

12/6月、12/7火 一般質問

午前10時から終了まで
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申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
１
月
２
日
㊐ 

新
春
凧
揚
げ

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
田
原
め
っ
く
ん
は
う
す

内
容
▼
凧
揚
げ
、
小
凧
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
餅

つ
き
ほ
か（
凧
揚
げ
は
、
天
候
に
よ
り

中
止
す
る
場
合
あ
り
）

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
１
月
２
日
㊐　

渥
美
半
島
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

場
所
▼
渥
美
運
動
公
園

対
象
▼
健
康
な
方
（
小
・
中
学
生
は
保
護

者
の
承
諾
が
必
要
）

参
加
料
▼
一
般
・
高
校
生
１
０
０
０
円
、

中
学
生
５
０
０
円
、
小
学
生
３
０
０
円

申
し
込
み
▼
渥
美
運
動
公
園
、
田
原
文
化

会
館
な
ど
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
12

月
17
日
（
金
）
ま
で
に

各
施
設
に
提
出

▼
田
原
市
体
育
協
会

☎
22
局
６
０
６
３　

22
局
６
４
５
５

◉
１
月
12
日
氺

消
費
者
生
活
講
座

犯
罪
か
ら
身
を
守
ろ
う

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６

　

22
局
３
８
１
７

◉
１
月
15
日
圡 

親
子
で
楽
し
む
ク
ラ
ウ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

シ
ョ
ー
と
講
習
会

時
間
▼
午
後
1
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
田
原
文
化
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
２
０
０
３
年 

Ｗ
Ｃ
Ａ
（W

ワ
ー
ル
ド

orld 
C

ク
ラ
ウ
ン

low
n A

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

ssosiation

）
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
個
人 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門 

銀

メ
ダ
ル
（
世
界
２
位
）
の
大
棟
耕
介
さ

ん
を
迎
え
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー

と
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
料
▼
無
料

定
員
▼
２
０
０
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
▼
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

◉
12
月
11
日
圡

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
伝
記
を
読
む

－

そ
の
４

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
学
芸
員

受
講
料
▼
無
料

◉
１
月
２
日
㊐
・
３
日
⺼

サ
ン
テ
新
春
フ
ェ
ア

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
餅
つ
き
大
会
、
甘
酒
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
、
正
月
遊
び
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

◉
１
月
９
日
㊐ 

家
庭
の
日
コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
劇「
森
は
生
き
て
い
る
」

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館 

文
化
ホ
ー
ル

出
演
▼
田
原
市
楽
友
協
会
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱

教
室
、
田
原
混
声
合
唱
団
、
田
原
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

入
場
料
▼
５
０
０
円
（
３
歳
以
上
／
３
歳

未
満
児
の
着
席
は
有
料
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
左
記
文
化
会
館
な
ど
で
発
売

託
児
▼
12
月
22
日（
水
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課　

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

月
の
イ
ベ
ン
ト

1

月
の
イ
ベ
ン
ト

DEC

12
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◉
１
月
16
日
㊐　

渥
美
半
島
の
貝
塚
め
ぐ
り
（
バ
ス
見
学
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

集
合
・
解
散
▼
田
原
市
役
所

内
容
▼
貝
塚
を
見
学
し
、

渥
美
半
島
の
貝
塚
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

定
員
▼
20
名（
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
▼
無
料
（
昼
食

は
各
自
持
参
）

申
し
込
み
▼
12
月
28
日
（
火
）
ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
参
加
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
）

▼
文
化
財
課

☎
23
局
３
６
３
５　

22
局
３
８
１
１

　

bunkazai@
city.tahara.aichi.jp

◉
１
月
30
日
㊐ 

第
45
回
あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

新
春
の
み
や
び
と
青
春
の
風

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼

【
第
１
部
】
大
正
琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
／
出

演
＝
琴
城
流
大
正
琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

ハ
ー
プ
ク
イ
ー
ン
ズ

【
第
２
部
】
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

弾
き
語
り
／
出
演
＝
聖 

－s

サ

ト

シ

atoshi

－
入
場
料
▼
５
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
・
お
菓

子
付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
左
記
文
化
会
館
な
ど
で
発
売 

託
児
▼
１
月
20
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
５
３
１

★託児サービス（先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

▶生涯学習課 ☎23局3531

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 　22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 　34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

宝くじ文化公演
人形劇 俳優たいらじょうの世界

「よだかの★星/
セロ弾きのゴーシュ」
宮沢賢治の名作を人形劇俳優“たいらじょう”の全身
を使ってのパフォーマンスでご覧ください。小学校
高学年から大人向けの人気作品です。

日 時　12月12日（日）午後２時開演
（30分前開場）

場 所　田原文化会館多目的ホール
入 場 料　一般1,000円　高校生以下500円

※宝くじの助成による特別料金/未就学児の入場不可

12/12 ㊐ 
全席自由

チケット

販売中

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

12月9日㊍・1月13日㊍
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター

▼子育て支援課　
☎23局3513 　23局3545

●たいらじょう　プロフィール
1981 年札幌市生まれ。12 歳のときにひとり人形劇「ど

んぐりと山猫」でデビュー。小規模公演から大劇場での

大型人形劇ミュージカルまで、全てをひとりで演じわけ、

その演出・脚本・音楽・美術をも自らのプロデュースに

より具現化。NHK を始めとする各局のメディア・新聞・

雑誌でもたびたび取り上げられ、各界からの注目を集め

ている。「毛皮のマリー」で日本人形劇大賞銀賞を最年

少で受賞。厚生労働表彰など受賞多数。
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お
酒
は
楽
し
く 

身
体
に
や
さ
し
く

　

年
末
年
始
は
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え

る
時
期
で
す
。
適
量
の
飲
酒
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

❖
お
酒
の
量
や
未
成
年
の
飲
酒
に
注
意

　

昨
年
度
行
っ
た「
健
康
た
は
ら
21
計
画
」

の
中
間
評
価
に
よ
る
と
、
壮
年
期
男
性
で

多
量
に
飲
酒
を
す
る
人
が
増
加
し
て
い

ま
し
た
。
多
量

の
飲
酒
は
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症

や
肝
障
害
、
高

血
圧
、
痛
風
な

ど
の
生
活
習
慣

病
の
原
因
に
な

る
な
ど
、
身
体

の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
未
成
年
の
う
ち
に
ア
ル
コ
ー
ル

を
飲
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
人
が
、

約
４
割
に
達
し
て
い
ま
し
た
。
酒
類
メ
ー

カ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
、
飲
酒
の
機
会
は

冠
婚
葬
祭
や
家
族
と
の
食
事
が
多
い
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
年
末
年
始

の
楽
し
い
集
ま
り
が
、
未
成
年
の
飲
酒
の

始
ま
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
周
り
の
大
人

が
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❖
女
性
の
飲
酒
も
ご
注
意
を

　

女
性
の
飲
酒
率
が
急
上
昇
し
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
は
若
い
女
性
が
格
好

良
く
お
酒
を
飲
ん
で
い
ま
す
ね
。
で
も
油

断
大
敵
！
女
性
は
男
性
の
半
分
の
量
や
期

間
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
肝
障
害
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
、
乳
が
ん
の
発
症
リ
ス

ク
も
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
中
や

授
乳
期
に
飲
酒
す
る
と
、
胎
盤
や
母
乳
を

通
じ
て
ア
ル
コ
ー
ル
が
移
行
し
、
赤
ち
ゃ

ん
が
お
酒
を
飲
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
（
特

に
脳
）
の
た
め
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
無

理
を
せ
ず
楽
し
く
、
身
体
に
や
さ
し
く
お

酒
と
お
つ
き
あ
い
し
た
い
で
す
ね
。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） １月　８日（土）  8：50 ～ 9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など

離乳食教室
１月１２日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話１月１９日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談
１月１４日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）
１月１７日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

12月5日（日）
宮木内科 ☎23局0232
岡田医院 ☎37局0001
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22局6477

12月12日（日）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500
丸山医院 ☎33局0313
伊藤歯科医院 ☎22局1104

12月19日（日）

あつみメディカルクリニック ☎24局2322
川瀬医院 ☎35局1511
きまた眼科 ☎23局1092
佐野歯科医院 ☎22局0685

12月23日（木・祝）
菜の花内科クリニック ☎22局7777
昭和医院 ☎32局3749
かわい歯科 ☎24局0080

月　日 当直医 電話番号

12月26日（日）
北山クリニック ☎23局3946
朽名医院 ☎33局0162
木村歯科医院 ☎22局0404

12月31日（金）
第２国見医院 ☎23局2302
山本医院 ☎45局2203

1月1日（土・祝）
かわせ小児科 ☎22局1230
渡会医院 ☎45局2516
なかた歯科 ☎23局1162

1月2日（日）
河合医院 ☎22局6133
津金医院 ☎33局0222
おおかわ歯科 ☎22局4182

1月3日（月）
國見医院 ☎22局0756
丸山医院 ☎33局0313

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

健康課
市役所内
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

身体にやさしいお酒の飲み方

1 楽しくゆっくりと
2 野菜やたんぱく質を含む料理

と一緒に
3 適量で
4 週２日は休肝日を

適量のアルコール量

・ビール中びん１本
・日本酒１合
・ワイングラス２杯
・焼酎１／２合

平成22年12月1日 　  　　　　　　　　│ 24 │



12月 6日（月）・10日（金）・13日（月）・20日（月）・27日（月）
＊年末年始のお休み12/28（火）～1/4（火）

1月 １１日（火）・１４日（金）・１７日（月）・2４日（月）・
３１日（月）Ｔ

ＡＨＡＲＡ
よ う こ そ

ホットニュース １2月展示
コーナー

おはなし会

　今年は手づくりの“しめかざり”でお正月を迎えま
しょう！

▼日時＝12月24日㊎14:00～

▼場所＝中央図書館こどもしつ

▼対象・定員＝小学生・20名（先着順）

▼参加費＝無料

▼申し込み＝12月７日㊋10:00から、中央図書館こど
もしつカウンターへ直接または電話にて

◉中央図書館☎２３局４９４６

◎一般 「働きたい人応援団」
12月11日圡～１月13日㊍
働きたくても働けない時代。適職に就くにはどうす
れば良いのでしょう？
職探しに役立つ資料を集めました。

◎こどもしつ 「たのしい！うれしい！クリスマス」
12月25日圡まで
今年のクリスマスも図書館で楽しもう！いろいろな
本がお待ちしてます。

おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／１月８日圡15:00～　
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／12月８日氺10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／12月21日㊋10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）　

おはなしの会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／12月19日㊐10:30～
　　　※１月の第１土曜日はお休み　　

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・高校生ボランティア・図書館） 
日時／12月11日圡14:00～ 　25日圡10:30～
　　　※１月の第１土曜日はお休み

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ　対象／乳幼児～小学生

　

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
き
、
街
が
な
ん
と

な
く
ざ
わ
め
い
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
よ
ね
。
さ
て
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
で
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
親
戚
や
家
族
が
集
ま
り
、

静
か
に
過
ご
す
場
合
が
多
い
そ
う
で
す
。

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
下

な
ど
で
、
愛
す
る
人
に
心
温
ま
る
物
語
を

静
か
に
語
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

村
上
春
樹
の
長
編
小
説
﹃
１
Ｑ
８
４
﹄

の
中
に
、「
明
る
い
言
葉
は
人
の
鼓
膜
を
明

る
く
震
わ
せ
る
・
・
理
屈
は
ど
う
で
あ
れ
、

そ
れ
は
き
っ
と
役
に
立
つ
・
・
・
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
を
借
り

る
の
な
ら
ば
、「
温
か
い
言
葉
は
鼓
膜
を
温

か
く
震
わ
せ
、
理
屈
は
ど
う
で
あ
れ
、
き
っ

と
そ
の
人
の
心
の
中
に
温
も
り
を
与
え
る
」

と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
か
し

た
ら
、﹃
１
Ｑ
８
４
﹄
の
主
人
公
の
よ
う
に
、

一
番
大
切
な
も
の
に
出
合
う
こ
と
が
で
き

る
か
も
。

　

図
書
館
に
は
た
く
さ
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス

に
関
す
る
本
や
絵

本
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
、
静
か
で
特
別

な
ク
リ
ス
マ
ス
を

過
ご
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

温
か
な
言
葉
で

特
別
な
ク
リ
ス
マ
ス
を

お正月工作
「しめかざりをつくろう！！」
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仰向けになり、両手を天井に
向かって伸ばす。

息を吸いながら、両肩を持ち
上げるように両手を伸ばす。

息を吐きながら、　に戻す。

息を吸いながら、両手を斜め
上のあたりに伸ばす。

息を吐きながら、大きな円を
描くように、ゆっくりと腕を回し
て　に戻す。

※４～５回繰り返したら両手を
床に下ろして休み、1～２度繰
り返す。

生涯学習課　２３局3531

ゆっくり腕を動かして、肩周辺をほぐしていきましょ
う。深い呼吸も合わせて行うと、効果的に体がほぐ
れていきます。手を体から遠くに持っていくようにゆ
っくり大きく動かし、肩周辺を伸ばすようなイメージ
で行いましょう。

ゆっくりした動きで肩こり予
防！

１

２

３

４

５

１

１

１

２

３

４

５

３０３０
　　身近な話題やイベント情報などに
ついて、たくさん掲載していただけま
せんか？

Ｑ

　　　　　　　イベント情報については、「広報た
はら」や田原市ホームページで、身近な話題につい
ては、「広報たはら」１５日号の「しみんの広場」など
でご紹介しています。
　また、田原市ホーム
ページのトップページ
の「フォトニュース」で
は、旬の見どころやイベ
ントの予告などについ
て、写真つきで随時ご
紹介しています。ぜひご
覧ください。 フォトニュース
http://www.city.tahara.aichi.jp/

「市民の声」紹介

お気軽に、ご意見などをお寄せください。

▼あて先＝〒４４１ー３４９２
（住所不要）田原市役所広報たはら
　　 koho@city.tahara.aichi.jp

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センター・子育て支援課にあります。
　ホームページからもダウンロードできます。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

◉工
こ う

作
さ く

ランド

「ステンドグラス」
ステンドグラスを飾ってクリス
マス気分を盛り上げよう！
開催期間
◦12月22日（水）まで
　※日曜は除く

◉12月
が つ

のチャレンジ

「なわとび」
〝なわとびカード〟で、いろんな跳
び方に挑戦しよう！
開催期間
◦12月25日（土）まで

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211

　６日（月）、13日（月）、　20日（月）、　＊年末年始のお休み　12月27日（月）～１月４日（火）

12 月のお休み

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

（児童センターのみ開催）
日時◦12月14日（火） 午前10時～
テーマ◦お年玉・おこづかいから学ぶこと
　　　　（現代っ子の価値観）

◉絵
え ほ ん

本の読
よ

み聞
き

かせ
日時◦12月16日（木） 午前10時30分～

▲オリジナルのステンドグラスだよ！ ▲たくさん跳べるようになるといいね！

風邪などの予防の
ため、外から帰っ
たら、手洗いとう
がいを忘れずにし
ましょう！

平成22年12月1日 　  　　　　　　　　│ 26 │



12

の今月　納税・使用料

月１２月27日

月１２月２７日

固定資産税・都市計画税
（第3期分）

水道料・下水道使用料金
（10・１１月分）

後期高齢者医療保険料
（第６期分）

国民健康保険税
（第７期分）

介護保険料
（第５期分）

口座引落日

納期限

　

１
か
ら
5
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

田
原
市
の
○
○
○
１
戸
当
た
り
生
産

農
業
所
得
は
５
８
０
万
円
で
県
内
１
位

で
す
。

２　

田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
○
○
○
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し

た
。

３　

開
花
を
電
照
で
調
整
す
る
電
照
○
○

は
、
そ
の
先
進
性
、
収
穫
量
と
も
、
全

国
的
に
有
名
で
す
。

４　

田
原
市
博
物
館
で
、
１
月
５
日
（
水
）

～
２
月
13
日
（
日
）
に
、水
彩
画
家
「
中

田
○
○
○
○
○
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

５　

○
○
○
○
○
か
わ
ら
版
の
冬
号
で
は
、

た
は
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
12
月
15
日
（
水
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
11
月
号
の
答
え
】
し
ま
い
と
し

（
応
募
総
数
47
通
中
、正
解
46
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。な
お
、寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

4

1

2

3

4

5

人身２１件（２１３件）
負傷２４人（２６４人）
死亡０人（０人）
物損１２３件（1２３６件）

火災３件（３２件）
救急1７０件（1７５５件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗０件（47件）
乗物盗１５件（８４件）
非侵入盗６件　（６５件）

※（　）内の数字は平成22年の累計

田原警察署だより

10月

田原警察署　 23局０１１０

◉12月１０日金まで年末の交通安全県民運動を実施

　次の点に気をつけ、いつも以上に横断歩道や一時停止
を意識して運転しましょう。
　思いやりのある、人にやさしい運転をお願いします。

♦夕暮れ時の事故を防止しよう
　• ライド＆ライト運動をしよう（ライトの早め点灯）
　• ぼんやり運転はやめよう（特に夜間・早朝）
　• 危険を予測した運転をしよう（特に交差点）
　※事故が多い「魔の時間帯」といわれる午後４時～８時
　　には、特に気をつけましょう。
♦飲酒運転を根絶させよう
　• 同乗者、車両提供者、お酒提供者も同罪
　• 代行運転などを利用しよう
　• お酒を飲んだら運転しない強い意志を持とう
　※飲酒運転は、長期免停や免許の一発取消、罰金は
　　１００万円以下となる犯罪です。絶対にやめましょう。

0
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●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

水道料金のお支払いは、便利な口座振替で。

冬は水量が減り、汚れが目立ちやすい季節です。みんなで川をキレイに保ちましょう。

11/20現在
82.0％

8/1 8/10 8/20 9/1 9/10 9/20 10/1 10/1010/20 11/1 11/1011/20

10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

●市内５河川の水質調査結果

（　　 ）

節水注意線
※節水注意線とは、この値を下回ると節水が
　開始されるラインのこと（節水率検討）
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66,377人　総人口

33,520人　男性

32,857人　女性

21,610世帯世帯数

49人出生 56人死亡

128人転入 141人転出

－20人増減 ※増減は10月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２２年11月１日現在）

おじいちゃん、おばあちゃんが

いっぱいニコニコしていたよ。

顔の表情や体の動きに、
真剣にバットを振ってい
る様子が、よく表れてい
ます。

評 評
六連小学校３年

冨永凱生くん

風船つきをして遊んだよ。歌も

一緒に歌ったよ。

ふうせん　　　　　　　　　 あそ  　　　　　　  うた

いっしょ　　うた

　　　　　   かい　 せい

　　　　   し　     き　　　　　　りょう　 ま

六連小学校６年

小山内元希くん
　　　  げん　 き

南部保育園

長神諒麻くん（５歳）

鈴木   あさ子 先生 南部保育園

鈴木詩季ちゃん（６歳）

秋になり、観察してきた
タケノコが大きくなって、
喜んでいる様子が伝わっ
てきます。

評 近くのディサービスに出かけた際の楽し
かった様子を、力強いタッチで描けまし
た。また遊びに行こうね。

ちか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 で　　　　　　　　さい　　　たの
　　　　　　

　　　　　　よう　す　　　　ちからづよ　　　　　　　　　　　えが

 　　　　　　　　あそ　　　　　い　

評 たくさんの風船が行き交って、楽しいゲー
ムでしたね。おじいちゃん、おばあちゃんと
の和やかな雰囲気が伝わってきます。

　　　　　　　　　　　　ふう せん　　　い　　 　か　　 　　　　たの

　　　　

 　　　　なご　　　　　　　ふん　い　き　　　　つた　

　　

版画 水彩

▼
今
回
は
、昨
年

の「
あ
と
が
き
」で

ふ
れ
た
夜
景
を
撮

ろ
う
と
蔵
王
山
に

向
か
い
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
の
ほ
か
に
交
換
レ
ン
ズ
や
三

脚
、脚
立
な
ど
を
背
負
っ
て
撮
影
ポ

イ
ン
ト
へ
。月
も
照
ら
さ
な
い
真
っ

暗
な
道
を
お
そ
る
お
そ
る
進
む
と
、

突
然
、光
の
海
が
一
面
に
広
が
り
ま

す
。暗
闇
の
後
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、

そ
の
輝
き
に
歓
声
を
あ
げ
て
し
ま
い

そ
う
な
ほ
ど
の
絶
景
で
し
た
。明
る

い
道
を
歩
い
て
き
た
の
な
ら
感
動
は

も
っ
と
少
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。光
の
揺
ら
め
き
に
心
を
任
せ
、

１
年
を
振
り
返
る
時
間
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。（
Ｍ
Ｔ
）

▼
表
紙
の
よ
う
な
夜
景
や
街
に
ち
り

ば
め
ら
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、

私
た
ち
の
心
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。そ
う
し
た
感
性
に
訴
え
か
け

る
美
し
い
も
の
が
、「
無
駄
」と
さ
れ

ず
守
ら
れ
て
い
く
世
の
中
が
続
い
て

ほ
し
い
と
、私
は
思
い
ま
す
。（
Ｍ
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】蔵
王
山
か
ら
の
夜
景
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